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1 種
しゅ

子
し

のつくりと発
はつ

芽
が

のようす

種子（たね）は，ふだんは活動を止めていますが，ある条件になると芽
め

が出て成長が始まります。
このことを発芽といいます。種子にはどのようなものがあり，どのように発芽するのでしょうか。

インゲンマメの種子のつくりと発芽のようす
・発芽するときは，まず根が出て，そのあとくきがのび，子

し

葉
よう

が地上に出て２つに割
わ

れる。成長して

葉になる部分を幼
よう

芽
が

，くきになる部分を胚
はい

じく，根になる部分を幼
よう

根
こん

という。成長してからだにな

る，子葉・幼芽・胚じく・幼根をまとめて胚という。胚は種
しゅ

皮
ひ

というかたい皮でおおわれ，内部が

かんそうなどから守られている。

・子葉には，発芽のときや，その後しばらく育つのに必要な養分（でんぷんなど）がふくまれており，

緑色の葉が何枚
まい

か出るころには，子葉はしなびて地面に落ちる。

トウモロコシの種子のつくりと発芽のようす
・トウモロコシの種子では，発芽し，そのあとしばらく育つのに必要な養分（でんぷんなど）が子葉

ではなく，胚
はい

乳
にゅう

にふくまれている。

・発芽するときは，根が出たあと，細長い子葉が１枚出てくる。

イネの種子のつくりと発芽のようす
・イネの種子は，えい（もみがら）と種皮につつまれている。養分（でんぷんなど）が子葉ではなく，
胚乳にふくまれている。
・イネの種子は，根より先に子葉が出てくる。

1 種子のつくりと発芽

種皮

胚
じ
く

幼
芽

幼
根

子
葉

胚

子葉
緑
色
の
葉

※１本の太い根から，細い根が横に広がってのびる。

子葉

緑色の葉

種皮

胚乳

胚

※ひげのような根が広がって，からだを支える。

水

えい
種皮

緑色の葉

子葉胚
乳

胚

※水中の少しの空気でも発芽し，ひげのような細い根が広がる。
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□⑴　右の図は，インゲンマメの種子を２つに割
わ

ったところを表していま

す。

□①　成長して，これから根・くき・葉になる部分はどこですか。図の

㋐～㋓からすべて選び，記号で答えなさい。 ［　　　　　　　　］
□②　胚

はい

とはどの部分をまとめていいますか。図の㋐～㋓からすべて選
び，記号で答えなさい。 ［　　　　　　　　］

□③　発芽するとき，種皮をやぶってはじめに出てくる部分はどれですか。図の㋐～㋓から１つ選び，
記号で答えなさい。 ［　　　］

□④　発芽に必要な養分がふくまれているのはどの部分ですか。図の㋐～㋓から１つ選び，記号で答え
なさい。 ［　　　］

□⑵　右の図は，ある種子を半分に切ったものです。

□①　図は何の種子を切ったものですか。 ［　　　　　　　　］

□②　発芽に必要な養分がふくまれているのはどちらの部分ですか。図の㋐，
㋑から選び，記号で答えなさい。 ［　　　］

□③　②で選んだ部分を何といいますか。 ［　　　　　　　　］

□⑶　次のＡ～Ｄは，ダイズ，アサガオ，イネ，ヒマワリの種子（たね）や実を表したものです。

□①　Ａ～Ｄは，それぞれ何の種子（たね）や実ですか。
Ａ［　　　　　　　　］　Ｂ［　　　　　　　　］
Ｃ［　　　　　　　　］　Ｄ［　　　　　　　　］

□②　種子は，じょうぶでかたい種皮につつまれています。種皮にはどのようなはたらきがありますか。

次から１つ選び，記号で答えなさい。

ア　中身をかんそうから守っている。

イ　中身をあたためて，いつでも発芽できるようにしている。

ウ　動物に食べられないようにしている。

エ　地面に落ちたときに割れないようにしている。 ［　　　］

□③　次のうち，イネが発芽したときの，地下の部分と地上の部分を示したものはどれですか。それぞ

れ１つずつ選び，記号で答えなさい。

地下［　　　］　地上［　　　］

種子のつくりと発芽

㋐

㋒

㋓

㋑

㋐

㋑

A B C D

ア イ ウ エ オ カ
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6 種子のつくりと発芽

2 子葉の数と植物のなかま分け

子葉が１枚
まい

の植物
・子葉が１枚の植物は，あとから出てくる緑色の葉は細長く，

葉のすじ（葉
よう

脈
みゃく

）が平行になっている。このような植物の

なかまを，単
たん

子
し

葉
よう

類
るい

という。

［例］トウモロコシ，イネ，コムギ，ススキなど。
子葉が２枚の植物
・子葉が２枚の植物は，あとから出てくる緑色の葉はあみ目状になっている。このような植物のなか

まを，双
そう

子
し

葉
よう

類
るい

という。［例］ヘチマ，インゲンマメ，アサガオなど。
子葉が多数ある植物　［例］マツ，スギなど。

3 発芽に必要な養分

種子にふくまれる養分
・インゲンマメやトウモロコシなどの種子には，でんぷんという養分が多くふくまれており，発芽や
しばらく成長するときに使われる。でんぷんがふくまれていることは，ヨウ素液という赤茶色の薬
品を用いて調べることができる。ヨウ素液とでんぷんが反応すると，青むらさき色に変化する。

子葉や胚
はい

乳
にゅう

のはたらき
・種子にふくまれている養分は，発芽に必要なエネルギーや，からだをつくる材料として使われるの

で，緑色の葉が何枚か出てくるころにはほとんど使われてしまう。

・トウモロコシ，イネ，ムギなどのイネ科の植物や，カキなどは，胚乳に養分をたくわえている。こ

のような種子を，有胚乳種子という。
・マメ科の植物や，ヘチマ，ヒマワリ，アサガオ，クリなどは，子葉に養分をたくわえている。この

ような種子を，無胚乳種子という。

単子葉類の葉脈

平行になっている あみ目状になっている

双子葉類の葉脈

マツの種子と子葉

種子

子葉
topics 子葉が地上に出ない植物

胚乳をもたない種子の
中には，発芽のときに子
葉が地上に出てこないも
のがあります。
代表的なものとして，
ソラマメ，アズキ，エン
ドウなどがあります。

ソラマメの種子と発芽のようす

子葉

インゲンマメ

切る

切る
トウモロコシ

ヨウ素液 青むらさき色になる

イネの成長と胚乳のはたらき

残っているでんぷんの量

インゲンマメの子葉のはたらき

10cm
21cm

多い 少ない

そのまま 子葉を半分切る 子葉をとる

大きく育つ 養分がへって
成長がおそくなる

育たない
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7種子のつくりと発芽

1 ［養分の種類に注目しよう］　ゴマからはゴマ油がつくられていますが，インゲンマメやイネからは，
油がつくられません。ゴマからゴマ油がつくられるのはなぜですか。

［ ］

2 ［養分の種類に注目しよう］　インゲンマメ，イネ，ダイズ，ゴマのうち，「畑の肉」とよばれるものは，
どの植物の種子ですか。 ［　　　　　　　　］

□⑴　図１，２は，水につけてやわらかくしたあとで皮をむいたインゲ
ンマメと，イネの種子を表しています。これにヨウ素液をたらしま

した。

□①　ヨウ素液は，何がふくまれていることを調べる薬品ですか。

［　　　　　　　　］

□②　ヨウ素液をたらしたとき，①で答えたものがふくまれていると何色に変化しますか。次から１つ

選び，記号で答えなさい。

ア　赤茶色　　イ　緑色　　ウ　黄色　　エ　青むらさき色 ［　　　］

□⑵　図１のように，ペトリ皿に水でしめらせただっし綿をしいて，トウ
モロコシの種子をいくつか置きました。次にこれを日なたに置いて，

発芽させました。

□①　根が出たものを１つ選んで，図２のように，胚
はい

乳
にゅう

を半分に切りま

した。この種子のこのあとの成長には，胚乳を切り取らなかったも

のとくらべて，どのようなちがいが見られると考えられますか。か

んたんに説明しなさい。

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

□②　①のように考えた理由を，かんたんに説明しなさい。

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

インゲンマメなどの種子には，でんぷんが多くふくまれていますが，それ以外の養分もふくま
れています。また，植物の種類によって，種子にふくまれている養分の種類はちがいます。いろ
いろな植物の種子について，どのような養分がふくまれているのか，くらべてみましょう。

その他

水

しぼう

たん
ぱく質

でんぷん

その他 水
しぼう

たんぱく質

でんぷん その他

水 しぼう

たんぱく
質

その他

水 しぼう
たんぱ
く質

インゲンマメ イネ ゴマダイズ

＊でんぷん（炭水化物）・たんぱく質・しぼうは，多くの生物に必要とされる養分で，三大栄養素とよばれています。
＊でんぷん（炭水化物）は，からだをはたらかせるためのエネルギーとなる養分です。たんぱく質は，からだをつくるもと
　になります。しぼうは，熱をつくり出します。

図１

しめらせただっし綿

種子ペトリ皿

図２

図１ 図２
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１　右の図は，イネの種子を表しています。これについて次の問いに答えなさい。
□⑴　図の㋐，㋑の部分を，それぞれ何といいますか。

㋐［　　　　　　　　］　㋑［　　　　　　　　］
□⑵　次の①，②のはたらきをする部分を，図の㋐～㋒から１つ選び，記号で答
えなさい。

□①　発芽のための養分をたくわえている。 ［　　　］

□②　発芽して，根やくきになる。 ［　　　］

□⑶　次のうち，イネの発芽のようすを正しく示したものはどれですか。１つ選び，記号で答えなさい。

［　　　］

□⑷　イネの種子をまくとき，よい種子を選ぶために，たねもみを食塩水に入れて，しずんだものを選ん

でまくことがあります。食塩水にしずむ種子が，よい種子だと考えられるのはなぜですか。その理由

を，かんたんに説明しなさい。

［ ］

２　右の図は，インゲンマメの種子を２つに割
わ

ったところと，土にまいたイン
ゲンマメの種子が発芽し，成長したときのようすを表したものです。これに

ついて次の問いに答えなさい。

□⑴　インゲンマメの種子で，胚
はい

とよばれる部分はどこですか。次から１つ選

び，記号で答えなさい。

ア　㋐の部分だけ　　イ　㋑の部分だけ　　ウ　㋒の部分だけ
エ　㋐，㋑をあわせた部分　　オ　㋐，㋑，㋒をあわせた部分　［　　　］

□⑵　㋒の部分を何といいますか。 ［　　　　　　　　］

□⑶　発芽のとき，インゲンマメのように，㋓が２枚出るものはどれですか。
次から１つ選び，記号で答えなさい。

ア　トウモロコシ　　イ　マツ　　ウ　イネ　　エ　アサガオ　［　　　］

□⑷　インゲンマメの㋓の部分は，インゲンマメが成長するにつれてどうなりますか。次から１つ選び，
記号で答えなさい。

ア　養分がたくわえられて，しだいに大きくなる。

イ　しだいにしなびていき，黄色くなって地面に落ちる。

ウ　形が変わっていき，緑色の大きな葉に成長する。

エ　形も大きさも変わらず，ついたままになっている。

オ　しだいに大きくなっていき，あるとき地面に落ちる。 ［　　　］

種子のつくりと発芽

㋐

㋑

㋒

ア イ ウ エ

㋐

㋑

㋒

㋓
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３　次のＡ～Ｆの植物の種子について，あとの問いに答えなさい。

Ａ　イネ　　Ｂ　インゲンマメ　　Ｃ　ダイズ　　Ｄ　カキ
Ｅ　トウモロコシ　　Ｆ　アブラナ

□⑴　Ａ～Ｆのうち，種子が食物として人に利用され，その種子にでんぷんが多くふくまれているものは
どれですか。すべて選び，記号で答えなさい。 ［　　　　　　　　］

□⑵　Ａ～Ｆのうち，養分が胚
はい

乳
にゅう

にふくまれているものはどれですか。すべて選び，記号で答えなさい。

 ［　　　　　　　　］

□⑶　Ａ～Ｆのうち，種子にたんぱく質が最も多い割
わり

合
あい

でふくまれているものはどれですか。１つ選び，

記号で答えなさい。 ［　　　］

□⑷　⑶で選んだものは，種子の何という部分にたんぱく質がふくまれていますか。

［　　　　　　　　］

４　次の実験について，あとの問いに答えなさい。
〔実験〕１．ダイズ，インゲンマメ，イネの種子を，それぞれ乳ばちでよくつぶした。

２ ．１ですりつぶしたものに，水でうすめたある液をそれぞれ加えたところ，ダイズだけはほ

とんど色が変わらなかったが，他の２つは青むらさき色に変化した。

□⑴　実験の２で加えた，ある液とは何ですか。 ［　　　　　　　　］

□⑵ 　次のＡ～Ｃは，ダイズ，インゲンマメ，イネのいずれかの種子にふくまれる養分の割合を表したグ
ラフです。ダイズを示しているものはどれですか。１つ選び，記号で答えなさい。

［　　　］

□⑶　次のうち，ダイズの種子が原料ではない食品はどれですか。１つ選び，記号で答えなさい。

ア　しょうゆ　　イ　みそ　　ウ　とうふ　　エ　こんにゃく ［　　　］

５　右の図は，サクラとササの葉を示したものです。これについて次の
問いに答えなさい。

□⑴ 　図に示したように，サクラは葉のすじがあみ目状になっており，

ササは葉のすじが平行になっています。葉の表面に見られるすじの

ことを何といいますか。 ［　　　　　　　　］

□⑵ 　サクラのような子葉が２枚
まい

の植物は，あとから出てくる緑色の葉のすじがあみ目状になっていると

いう共通した特ちょうがあります。

□①　サクラのような，子葉が２枚の植物のなかまのことを何といいますか。 ［　　　　　　　　］

□②　次のうち，子葉が２枚の植物はどれですか。１つ選び，記号で答えなさい。

ア　アブラナ　　イ　イネ　　ウ　ススキ　　エ　トウモロコシ ［　　　］

□③　ササの子葉は何枚ですか。 ［　　　　　　　　］

種子のつくりと発芽

その他

水しぼう

Ａ Ｂ Ｃ

たんぱく質

でんぷん
水

しぼう
たんぱく質

でんぷん その他

水 しぼう

たんぱく
質

そ
の
他

サササクラ
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